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語句説明 

 

【あ】 

屋上緑化 

建築物の屋上に植物を植え,緑化すること。ヒートアイランド現象の緩和，省

エネルギー効果，二酸化炭素の吸着，緑の創出などの効果がある。 

オープンスペース 

公園・広場・河川・農地など，建物によって覆われていない土地の総称。 

 

【か】 

崖線 

河川が長い時間をかけて流れを変えていく過程で台地を削り取ってできた，

河岸段丘の崖地の連なり。市内には，仙川崖線，布田崖線，国分寺崖線があ

る。 

涵養（地下水涵養，水源涵養） 

降雨や河川水など地表の水が地下に浸透して帯水層（地下水を含んでいる地

層）に供給されること。水資源を蓄え，育み，守っている働き。 

協働 

複数の主体が，同じ目標・目的のために，ともに力を合わせて活動するこ

と。 

近赤外線画像データ（CIR：Color-Infrared) 

近赤外線（Near-Infrared）を取得するレンズの画像を見やすくするため，

「赤」で強調し，「複合画像データ」と合成した画像データである。 

カラー赤外複合画像データ（Color-Infrared）を略して「CIR」と表現して

いる。 
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【さ】 

市街化区域 

すでに市街地を形成している区域及び概ね１０年以内に優先的かつ計画的に

市街化を図るべき区域。 

市街化調整区域 

市街化を抑制すべき区域。市街化区域に対し，この区域内では原則的に宅地

造成などの開発行為が禁じられ，市街化を抑制することとしている。 

市民農園 

市民がレクリエーション活動として，野菜・花の栽培、高齢者の生きがいづ

くり、農作業の体験学習などの多様な目的で、小面積の農地を利用して野菜

や花を育てるための農園のこと。 

生産緑地地区 

生産緑地法により指定された農地。市街化区域内において，公害・災害の防

止や農林漁業との調和した都市環境の保全などに役立つ農地等を指定し，計

画的に保全することで良好な都市環境の形成を図る。 

生物多様性 

自然生態系を構成する動物、植物、微生物など地球上の豊かな生物種の多様

性とその遺伝子の多様性、そして地域ごとの様々な生態系の多様性をも意味

する包括的な概念。この遺伝子の多様性，種の多様性，生態系の多様性の各

段階で多様性を捉え，それぞれ保全が必要とされている。 

 

【た】 

地域制緑地 

「法によるもの」，「協定によるもの」，「条例などによるもの」の 3 種に分

けられる。そのうち「法によるもの」には，風致地区，緑地保全地区，生産

緑地地区などの制度が含まれ，一定の土地の区域を指定し，その土地利用を

規制することで良好な自然的環境などの保全を図ることを目的としている。 

 



130 
 

地上解像度 

正確には「地上分解能」というが，撮影されたデータを画像ファイルとして

取り扱うため，「地上解像度」という表現が一般化している。 

撮影させたデータ（数値写真画像）の画素（ピクセル、ドットともいう）を

地上に投影した１辺の大きさを cm にて表している。 

本業務で使用したカメラの１画素の寸法は 6.0μm であり、地上での１辺の

大きさが約 18cm にて撮影される条件として「地上解像度 18cm」と表現

している。 

特別緑地保全地区 

都市緑地法に基づき，都市計画区域内において、樹林地、草地、水沼地など

の地区が単独もしくは周囲と一体になって、良好な自然環境を形成している

もので、無秩序な市街化の防止や、公害又は災害の防止となるもの、伝統

的・文化的意義を有するもの、風致景観が優れているもの、動植物の生育地

等となるもののいずれかに該当する緑地が、指定の対象となる。 

都市公園 

都市公園法に基づき，地方公共団体または国が都市計画区域内に設置する公

園または緑地のこと。 

 

【は】 

複合画像データ（RGB) 

航空測量用のデジタルカメラは，複数のレンズ（センサー：本業務で使用し

たカメラでは 8 個）にて撮影を行っており，撮影後の処理作業にて 1 枚の

画像ファイルを作成していることから「複合画像データ」という。 

複合画像データは、赤（Red）・緑（Green）・青（Blue）の３つのレンズ

（センサー）の情報を合成して作成するので、頭文字をとり「RGB」と表

現している。 

壁面緑化 

建物の外壁部分を緑化すること。建物の断熱性を高めるだけではなく、ヒー

トアイランド現象の緩和，省エネルギー効果，二酸化炭素の吸収，緑の創出

などの効果がある。 
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保安林 

災害の防止，水源涵養，土砂の崩壊，その他の災害の防備など，特定の公共目

的を達成するため，森林法による一定の制限，義務が課せられた森林。 

 

【や】 

屋敷林 

防風，防雪，防災などの目的で設置された，屋敷の周りを囲む林。 

湧水 

地下水が地表に自然に出てきたもの。河川の源流となることもある。泉や湧

泉とも言う。 

裸地 

植物や建築物に覆われていない，礫や土砂が露出している土地のこと。 
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